
○ 7⽉5⽇、⼀時保管エリアP排⽔枡における放射能分析結果（6⽉29⽇採取分）において、全ベータの
値が、前回（5⽉21⽇採取分）に⽐較し、以下の通り、上昇していることを確認しました。なお、７
⽉5⽇採取分においては、通常の変動の範囲内に戻っていることを確認しています。
【6⽉29⽇採取分】 全ベータ:750Bq/L、セシウム137:21Bq/L
【7⽉ 5⽇採取分】 全ベータ:9.8Bq/L、セシウム137:5.8Bq/L

○ 当該排⽔枡において、全ベータの値が⼀時的に上昇した原因は、現時点で不明ですが、今後、降⾬
があった⽇については、サンプリングの頻度を増やす等、当該排⽔枡周辺エリアを調査し、当該排
⽔枡の全ベータ値が⼀時的に上昇した原因を調査してまいります。

○ 昨⽇（7⽉7⽇）、当該排⽔枡の全ベータ値が上昇した原因調査のため、⼀時保管エリアＰ１、Ｐ２、
およびＥ１の近傍を流れる排⽔溝や排⽔枡、陳場沢川河⼝の⽔を採取し、分析を⾏ったところ、⼀
時保管エリアＰ南側排⽔溝および東側流⼊地点（上流）の全ベータ値が⾼いことを確認しました。
・⼀時保管エリアＰ南側排⽔溝︓全ベータ930Bq/L、セシウム137:370Bq/L、セシウム134:14Bq/L
・東側流⼊地点（上流） ︓全ベータ320Bq/L、セシウム137:21Bq/L、セシウム134:ＮＤ

○ なお、⼀時保管エリアP排⽔枡や陳場沢川河⼝においては、検出限界値未満であることを確認して
います。

○ 上記分析結果を踏まえ、同⽇、⼀時保管エリアＰ南側排⽔溝および東側流⼊地点（上流）の排⽔溝
の清掃を⾏うとともに、ゼオライト⼟嚢の設置作業を実施しております。 <2021年7⽉7⽇までお知らせ済み>
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【ストロンチウム除去材設置後の排⽔枡（7/5撮影）】 【ゼオライト⼟嚢設置後の南側排⽔溝（7/7撮影）】

南側排水溝

ゼオライト土嚢

【ゼオライト⼟嚢設置後の東側流⼊地点（7/7撮影）】

ゼオライト土嚢



○ 汚染源を特定するため調査として、7⽉6⽇に地表⾯のサーベイを⾏なったところ、ノッチタンクを
設置している地表⾯において、750μSv/h（ガンマ＋ベータ）が確認されました。昨⽇（7⽉7⽇）、
周辺の状況調査を実施したところ、シート養⽣の代⽤として当該エリアで使⽤しているノッチタン
ク２基の天板のハッチ部蓋が４箇所ずれており、タンク内および天板上に⽔が溜まっていることを
確認しました。

○ 本⽇（7⽉８⽇）、天板のハッチ部蓋がずれていたノッチタンク（２基）内の⽔および同タンク上⾯
の⽔を採取し、現在分析を実施しております。

○ また、ノッチタンク内の内容物については、現在調査を⾏っておりますが、⾒える範囲ではフレキ
シブルコンテナバッグが⼊っていることを確認しております。

○ 天板のハッチ部蓋がずれていたノッチタンク２基については、本⽇、天板上にシート養⽣を実施す
るとともに、ノッチタンク廻りへのゼオライト⼟嚢の設置を実施しております。

○ 引き続き、⼀時保管エリアＰ排⽔枡の全ベータが⼀時的に上昇した原因を調査するとともに、2028
年度までにガレキ類の屋外⼀時保管を解消し、建屋内保管に移⾏できるよう減容施設、貯蔵施設の
建設を進めてまいります。

2【ノッチタンク上部（７⽉7⽇撮影）】 【ノッチタンク対策後（７⽉8⽇撮影）】

開⼝部

調査状況および対策の状況について

【ノッチタンク外観（７⽉6⽇撮影）】



＜参考＞採取地点及び分析結果（７⽉７⽇採取）
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＜参考＞⼀時保管エリアP周辺のサーベイ結果（速報）


